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ιします
戒
川
縁
の
少
年
団
結
成

「
私
た
ち
は
、
白
然
を
大
切
に
し
ま

す
。
」
「
私
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と
の
美
化

に
努
め
ま
す
。
L

「
弘
た
ち
は
、
史
跡
や

名
勝
を
保
存
し
ま
す
。
」

写
真
は
、
一
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た

か
戒
川
緑
の
少
年
川
結
団
式
。
で
、
団

長
の
矢
野
稚
浩
く
ん
(
六
年
生
)
を
光

頭
に
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
阿
は
、
自
然
と
親
し
み
、
郷
七

を
愛
す
る
心
を
養
い
、
き
れ
い
な
環
境

、
つ
く
り
の
奉
仕
に
努
め
る
と
と
も
に
、

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
の

少
年
団
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
結

成
さ
れ
た
も
の
で
、
出
員
は
成
川
小
の

全
児
童
十
八
人
。

事
業
は
、
昨
年
の
九
月
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
今
ま
で
に
「
校
内
の
樹
木
調

べ
」
「
小
麦
の
植
、
ぇ
付
け
」
「
し
め
な

わ
づ
く
り
」
「
伝
統
芸
能
の
練
汗
」
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

緑
を
愛
す
る
気
持
ち
を
、
い
つ
ま
で

も
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。
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神
補
@
青
島
地
区

築
い
そ
事
業
費
な
ど

一
般
会
計
補
正

昭
和
六
十
一
二
年
度
一
般
会
計
に
九
千

一
一
百
九
十
三
万
四
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
簡
は
四
十
一
億
べ
千
二
百
五
万

六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

八
寸
同
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

[
総
務
費
]
庁
舎
の
補
強
・
補
修
工
事

費
、
上
地
開
発
公
社
保
布
の
小
浦
同
地

肘
地
及
び
大
和
同
地
用
地
購
入
費
な
ど
。

第4固定開会

議

A 
A 

長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
が
、
十

二
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

一
一
一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
、
昭
和
六
十
三
年
度
合
般
会
計
及
び

国
民
健
康
保
険
等
の
補
正
予
算
、
継
続

審
議
と
な
っ
て
い
た
昭
和
六
十
二
年
度

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定

な
ど
議
案
二
十
件
、
例
月
出
納
検
査
報

告
な
ど
の
議
会
報
告
四
件
で
、
議
案
は

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
議
報
告
は

い
ず
れ
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

{
民
生
費
一
在
宅
重
度
身
障
者
の
家
屋

設
備
改
善
に
係
る
補
助
金
な
ど
。

{
衛
生
費
一
保
険
基
盤
安
定
負
担
令
と

し
て
国
保
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
櫛

午
、
出
海
診
療
所
の
医
療
材
料
費
な
ど
。

{
農
林
水
産
業
費
}
森
林
総
人
口
整
備
事

業
計
同
委
託
料
及
び
森
林
造
成
整
備
事

業
に
対
す
る
補
助
令
、
来
年
度
計
向
の

地
域
沿
岸
漁
業
改
善
事
業
繰
り
上
げ
実

施
に
伴
う
沖
浦
・
青
島
地
区
へ
の
築
い

そ
事
業
費
な
ど
。

{
商
工
費
}
白
滝
公
開
公
衆
便
所
新
築

工
事
請
負
費
な
ど
。

{
土
木
費
一
県
道
長
浜
川
体
内
線
負
却
金
、

長
浜
港
湾
環
境
整
備
負
机
金
な
ど
。

{
消
防
費
]
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
装
置
。
火

災
警
報
タ
イ
マ
ー
等
設
芦
r
L
事
請
負
費

な
ど
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
を
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
公
務
員
の
給
与

改
定
に
基
づ
い
て
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
職
員
の
場
合
、
給
料
で
平
均

二
・
コ
一
瓦
計
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
六

十
二
一
年
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
定
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
初
任
給

は
、
高
卒
で
卜
万
二
千
二
百
円
、
短
大

字
で
十
万
八
千
八
百
円
、
大
字
で
卜
二

万
一
子
百
円
と
な
り
ま
す
。

今
耐
の
議
会
で
は
、
一
一
一
日
英
子
-
議
員
、

中
野
茂
明
議
員
、
堤
一
止
和
議
員
、
菊
地

儀
明
議
員
、
久
保
義
章
議
員
の
五
人
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を

質
問
-
・
・
米
年
度
当
初
予
算
編
成
み
針

に
つ
い
て
(
二
宮
英
二
議
員
)

答
弁
-
-
-
社
会
経
済
情
勢
の
推
移
や
国
・

県
の
経
済
施
策
の
動
向
を
把
握
し
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
発
庫
で
き

る
よ
う
、
中
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
計

一
向
的
、
弾
力
的
な
財
政
運
常
に
努
め
て

い
き
た
い
。

臨
海
土
地
造
成
事
業

出
来
高
九
六
軒

質
問
:
臨
海
上
地
造
成
事
業
の
ほ
か

本
年
度
公
共
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
(
二
宮
英
二
議
員
)

答
弁
:
臨
海
士
地
造
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
単
年
度
分
の
出
来
高
九
六
町
山
、

長
浜
港
湾
整
備
事
業
は
改
修
事
業
で
九

五
軒
、
環
境
整
備
事
業
で
一

0
0
折、

同
・
県
道
の
工
事
の
執
行
率
は
路
線
北

で
八

o
r、
町
道
で
同
比
七
γ

且
れ
わ
、
漁

港
関
係
一

C
C
れ
と
な
っ
て
い
る
。
公

共
土
木
施
設
災
で
は
七
八
・
間
引
引
の
執

行
率
、
農
業
用
施
設
災
は
現
在
申
請
中

で
あ
り
、
一
月
上
旬
に
は
そ
の
全
部
を

発
注
す
る
考
え
で
あ
る
。

対互
応、、
施 l子
策は
を
み
て

質
問

-
7

リ
ノ
ベ
1

シ
ョ
ン
に
つ
い

て
(
中
野
茂
町
議
員
)

答
弁
・
:
十
一
月
二
十
八
日
の
初
会
合

の
内
容
は
、
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
委

員
の
紹
介
や
、
基
本
構
想
の
説
明
に
対

す
る
委
員
の
怠
見
等
が
出
さ
れ
た
樟
度

で
あ
る
。

長
浜
町
と
し
て
の
基
本
的
方
向
づ
け

に
つ
い
て
は
、
水
産
庁
、
県
の
対
応
施

策
を
み
て
検
討
し
た
い
。

「
え
ひ
め
瀬
戸
内
リ
ゾ
ー
ト
開
発
構

想
」
に
つ
い
て
は
、
長
浜
町
は
対
象
外

の
行
政
圏
域
に
属
し
て
お
り
、
リ
ゾ
ー

ト
圏
域
に
入
ら
な
く
と
も
独
自
の
努
力

を
進
め
て
い
き
た
い
。

街
路
灯
の
設
量
を
検
討

96%完成した第二次埋立地

質
問
:
・
交
通
問
題
に
つ
い
て
(
中
野

茂
明
議
員
)

答
弁
・
よ
父
通
事
故
発
生
地
、
危
険
筒

所
へ
の
街
路
灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

道
路
管
理
者
で
設
置
の
必
要
な
も
の
や

防
犯
上
必
要
な
も
の
等
に
つ
い
て
検
討

し
、
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
。

公
共
的
な
活
用
を

相
談
し
告
が
ら

質
問
・

N
T
T
跡
に
つ
い
て
(
中
野

茂
明
議
員
)

答
弁
:
・

N
T
T
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
十
月
末
に
文
書
で
お
願
い
し
て

お
り
、
商
工
会
等
か
ら
も
駐
車
場
と
し

て
の
利
用
を
要
請
さ
れ
て
い
る
。
町
に
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お
い
て
跡
地

を
碓
保
し
、

公
共
的
な
利

用
十
刀
法
な
ど

相
談
し
な
が

ら
利
川
さ
せ

て
項
き
た
い

と
考
、
え
て
い

る
c

自
治
法
に
添
い

厳
正
に
対
処

F翠霊童一

質
問
:
公
共
事
業
の
推
進
と
地
域
に

対
す
る
波
放
効
果
に
つ
い
て
(
堤
止
和

議
員
)

答
弁
:
-
公
共
事
業
の
執
行
に
件
、
7
指

名
業
者
の
選
定
等
、
諸
事
務
的
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
自
治
法
の
主
行
に
添
い

厳
正
に
対
処
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
行
政
上
章
要
な
仕
事
の
詰
負
締

結
に
つ
い
て
は
議
会
に
お
諮
り
し
て
お

り
、
何
ら
穴
裕
一
事
由
は
有
在
し
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

葺・E翠喜望圃E掴匝翻議会第四固定例会幽幽一一一一忍

現
行
の
料
金
方
法
で

問
題
は
な
い

質
問
・
:
水
道
料
ふ
れ
の
凡
通
し
に
つ
い

て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
・
:
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
料
金
方
法
℃
問
題
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
の
料
金
に
つ
い
て
も
、

耐
用
年
数
と
か
生
活
深
境
の
変
化
な
ど

新
た
な
投
資
が
発
生
し
な
い
限
り
、
現

況
の
ま
ま
で
い
け
る
と
考
、
え
て
い
る
。

水
道
工
事
跡
の
舗
装
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
厳
し
い
指
導
が
あ
り
、
検
査

基
準
に
従
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

山
山
海
地
M
止
の
水
引
に
つ
い
て
は
、
ト
川

月
一
一
刷
、
山
県
予
防
医
学
協
会
で
検
査
を

受
け
、
が
果
を
保
健
所
ヘ
報
告
し
て
一
い

る
。
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
に
つ
い
て
も
、

現
在
ま
で
に
基
準
値
を
起
、
え
た
こ
と
は

な
し
。

瀧
然
た
る
姿
勢
で

選
挙
を
執
行

質
問
地
方
選
挙
の
諸
問
題
に
つ
い

て
(
堤
け
和
議
只
)

答
弁
-
投
票
所
か
ら
情
報
を
と
っ
て

投
票
を
促
す
行
為
に
つ
い
て
は
、
過
去

に
な
か
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
、
今
伐

と
も
厳
然
た
る
姿
勢
で
選
挙
を
執
行
し

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

政
商
一
不
記
載
所
に
覆
い
を
し
て
は
と
う

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
我
が
同

の
場
合
、
似
に
不
正
が
あ
っ
た
場
介
、

殺
菌
一
石
青
理
者
や
投
票
か
一
会
人
の
カ
に
指

導
し
て
頂
く
と
い
う
観
点
か
ら
現
行
の

形
に
な
っ
て
い
る
。
既
に
長
く
利
用
し

て
お
り
、
大
変
な
じ
み
深
い
と
い
う
点

か
ら
も
現
行
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
る
。

投
票
立
会
人
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

公
訴
代
表
と
い
う
性
倍
か
ら
、
同
一
政

党
に
偏
る
こ
と
な
く
、
女
性
を
合
め
た

公
正
な
人
物
を
選
任
し
て
い
る
。
今
後

に
お
い
て
も
、
慎
重
に
混
一
任
し
て
い
く
の

(
石
丸
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
)

豊
茂
地
民
全
住
民
で

利
用
の
促
進
を

質
問
:
・
過
疎
パ
ス
運
行
に
つ
い
て

(
菊
地
儀
明
議
員
)

答
弁

i
豊
茂
線
の
パ
ス
遅
行
に
つ
い

て
は
、
損
状
の
乗
車
密
度
で
術
庁
伊
す
る

と
、
休
止
を
避
け
て
述
れ
な
い
状
況
に

あ
る
。
行
政
と
し
て
も
強
力
な
作
続
安

請
を
庁
、
つ
所
作
で
あ
る
の
℃
、
盟
岡
山
地

区
へ
止
住
民
の
方
の
利
用
促
進
を
お
願
い

す
る
。

今
後
も

基
静
作
目
と
し
て

費
問
;
・
柑
橘
再
編
対
策
事
業
に
つ
い

て
(
菊
池
儀
明
議

H
)

答
弁
:
・
事
業
の
今
後
の
進
め
方
と
し

て
は
、
樹
齢
樹
種
毎
の
事
前
確
認
と
仁

地
白
帳
と
の
照
介
作
業
を
一
一
月
上
旬
ま

で
に
、
一
月
上
旬
補
助
内
一
不
を
叉
け
一
二

川
ド
旬
ま
で
に
代
採
を
農
家
へ
連
続
、

ー
ド
.
り
た
采
震
芯
乃
見
也
湖
丘
、
札
川

y
t
f
t
-
h
-
d
c
i
j
J
p
d
l
I
 

成
金
交
付
市
ぶ
と
い
う

4
1疋
で
あ
る
。

基
幹
作
目
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
農
業
の
基
幹
作
目
と
し

て
振
興
ず
ぺ
斗
主
で
あ
る
と
、
町
対
策
協

議
会
の
方
針
決
定
を
受
け
て
い
る
。

助
成
令
市
川
交
付
申
詰
は
町
が
と
リ
ま

と
め
て
県
と
農
林
水
長
省
に
ト
し
げ
、
交

付
は
農
林
ぶ
岸
宵
か
ら
各
県
の
本
金
へ
、

基
金
か
ら
山
町
村
農
協
へ
、
農
協
か
ら

農
家
へ
と
い
う
順
序
で
な
さ
れ
、
農
協

で
ほ
助
成
金
の
申
講
じ
父
刊
に
対
す
る
総

会
の
委
任
議
決
が
必
要
に
な
る
も
の
と

忠
わ
れ
る
。

宅

今後も基幹作目として振興

園地再編対策の助成
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(単位:万i

(
み
か
ん
@
中
脱
柑
助
成
金
の
基
準

相
、
胤
世
司
令
に
つ
い
て
は
右
奈
の
通
り
)

能
来
に
拡
な
い

具
体
的
な
計
画

質
問
一
-
-
長
沢
町
総
合
整
備
基
木
計
同

に
つ
い
て
・
効
率
的
な
行
財
政
均
運
常

に
つ
い
て
(
久
保
義
章
議
員
)

答
弁
・
長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
同

が
総
花
的
で
あ
り
抽
象
的
で
あ
る
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
長
期
計
画
が
合
ま
れ
て
お
り
、
同
・

県
へ
の
協
力
要
請
等
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
た
め
、
あ
え
て
抽
象
的
な
表
現
に

な
っ
て
い
る
加
分
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
計
画
ほ
ど
各
地
域
毎
に
全
町
民
に (;i) [長11也再編言十画未組合..t也iえは、 JU力ドVlQaとする υ

同
係
の
あ
る
部
分
を
目
ベ
体
的
に
ま
と
め

上
げ
た
も
の
は
、
~
此
米
に
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
日
負
し
て
い
る
。

効
率
的
な
行
財
政
の
運
バ
に
つ
い
て

は
、
長
浜
町
行
政
改
革
大
綱
に
什
吟
っ
さ
、

タ
イ
ブ
却
刷
業
務
め
氏
問
委
託
や
、
亀

一w械
の
導
入
を
行
う
な
ど
人
什
費
の
節

減
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
行
政

事
務
に
係
る
研
修
旅
脅
の
は
ほ
し
ゃ
、

な
ぎ
き
資
を
廃
止
に
踏
み
切
る
な
ど
、

純
資
の
節
減
に
も
取
り
相
ん
で
い
る
け

職
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十

じ
年
反
(
平
成
同
年
度
)
に
お
い
て
、

百
七
十
名
を
引
い
桁
し
て
い
る
。

一
万
立
方
灯
が

取
水
可
能

質
問
:
仁
業
用
水
大
和
川
池
ド
点
取

水
に
つ
い
て
(
久
保
義
孝
議
員
)

答
弁
:
大
和
川
水
系
い
い
お
け
る
取
水

可
能
旦
一
軍
は
、
約
一
万
立
方
れ
と
と
ら
え

て
い
る
。
今
川
、
同
水
系
に
新
た
な
井

戸
を
掘
る
計
闘
で
あ
リ
、
渇
水
期
に
お

い
て
も
一
千
五
百
立
方
灯
が
取
水
可
能

で
あ
る
と
み
て
い
る
。
ま
た
、
嵐
室
口
に

つ
い
て
も
心
配
な
い
と
考
え
て
い
る
。

水
利
権
と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
で

は
、
郷
中
小
利
組
合
と
ボ
利
権
に
関
す
る

契
約
を
締
結
し
て
お
け
、
今
後
に
お
い

て
も
問
題
は
公
い
と
考
え
て
い
る
わ

上
中
小
道
会
計
へ
の
一
一
般
財
川
か
ら
の

補
て
ん
ほ
、
ル
引
道
料
金
、
そ
杭
力
お
さ
、
え

る
と
い
う
志
味
か
ら
行
っ
て
い
る
。
補

て
ん
割
に
つ
い
て
は
毎
年
間
二
枚
度
で

あ
り
、
適
正
金
額
で
あ
る
と
考
え
て
い

る。
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塁塁翠翻

命、

さ
と
長

、
づ
く
り
巷

2
、
出
海
@
櫛
生
地
域

(
出
海
@
欄
生
・
須
沢
)

し
て

各
地

整
崎
計
画
と
推
も

山
地
域
握
興
の
方
針

の
方

宅翠豆翠謁

①
出
海
@
櫛
生
。
須
沢
地
区

先
月
号
ま
で
こ
固
に
わ
た
り
、
施
策

の
大
綱
等
、
基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い

て
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
回
の

今
月
号
で
は
、
ニ
れ
ら
各
施
策
の
具
体

的
計
画
を
、
各
地
域
毎
に
示
し
た
「
各

地
域
整
備
計
画
」
と
本
計
函
の
捻
進
方

策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
前
記
施
策
の
ほ
か
次
内
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

新
沿
岸
漁
業
構
造
改
普
事
業
、
沿
岸

漁
場
整
備
開
発
事
業
、
向
山
街
繋
備
事

業
、
長
沢
保
育
所
改
築
事
業
、
札
比
(
葬
基

地
詐
術
事
業
、
上
水
道
配
水
施
設
繋
備

事
業
、
}
水
泡
水
源
増
補
事
菜
、
第
一
二

次
開
発
事
業
に
伴
う
各
種
事
業
(
本
誌

昭
和
六
十
三
年
七
月
号
既
報
)

と
と
も
に
、
柑
橘
園
地
を
高
収
益
団
地

と
し
て
再
開
発
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

柑
橘
不
適
地
に
つ
い
て
は
、
キ
ウ
イ
z

栗
等
法
葉
果
樹
の
振
興
を
凶
り
ま
す
。

な
お
、
前
記
施
策
の
ほ
か
、
次
の
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

施
設
園
士
山
設
置
事
業
、
農
道
整
備
事

業
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
繋
備
事
業
、
飲

料
水
供
給
施
設
整
備
事
業
。

業
、
新
沿
岸
漁
業
構
造
改
蕎
卒
業
、
沿

岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
、
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
整
備
事
業
、
遊
歩
道
整
備
事
業
、

ヨ
ッ
ト
ハ

i
バ

l
建
設
事
業
、
マ
リ
ン

タ
ワ

l
建
設
事
業
、
ご
み
焼
却
場
補
修

卒
業
、
宅
地
供
給
事
業
。

本
地
域
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
振
興

を
凶
る
た
め
、
柑
橘
同
地
の
再
開
発
を

行
い
、
施
設
園
芸
の
拡
充
推
進
と
古
川
品

質
化
を
阿
る
と
と
も
に
、
作
業
道
を
整

備
し
、
機
械
化
営
農
体
系
を
確
立
し
ま

す
。
ま
た
、
み
か
ん
の
本
オ
ー
ナ
ー
制

創
設
と
、
観
光
農
同
の
設
置
を
促
進
し

ま
す
。一

万
、
漁
業
の
振
興
策
と
し
て
、

。
漁
港
の
整
備
と
魚
礁
の
設
置
を
図
る

と
と
も
に
、
遊
漁
甘
培
地
と
し
て
整
備
し
、

レ
ジ
ャ
ー
漁
業
の
振
興
キ
」
凶
り
ま
す
。

(
出
海
地
区
)

O
漁
港
・
養
殖
施
設
の
整
備
と
、
魚
礁

の
設
置
を
同
り
ま
す
。
ま
た
、
一
・
五
次

産
業
化
を
推
進
し
、
漁
村
集
落
モ
テ
ル

地
区
と
し
て
整
備
を
凶
り
ま
す
。
(
櫛

乍
地
区
)

八
丈
一
遊
漁
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
沿
山
町
L
ク
リ
ェ

i
シ
ヨ
ン

の
拠
点
整
備
を
図
り
ま
す
。
(
須
沢
地

区
)な

お
、
前
記
施
策
の
ほ
か
、
次
的
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
c

水
産
業
地
域
改
人
辛
口
対
策
事
業
(
出
海
・

櫛
生
地
区
)
、
林
道
務
備
事
業
、
出
海
小

学
校
一
ア
ー
ル
建
設
事
業
(
以
上
出
海

地
区
)
、
農
林
水
産
地
域
改
普
対
策
事
業
、

楠
生
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
事
業

(
以
上
櫛
生
地

R
)
、
海
水
浴
場
整
備
事

業
(
須
沢
地
区
)

3で雲塞霊ζ二三塁

⑥
膏
畠
地
区

各
地
壊
整
備
計
画

旧
小
学
校
を
臨
海
学
校
と
し
て
開
設

し
、
リ
ゾ
ー
ト
化
を
推
進
し
ま
す
。
一

万
、
遊
歩
道
を
兼
ね
た
農
道
を
新
設
し
、

什
認
。
麦
の
振
興
を
凶
る
と
と
わ
に
、

特
産
口
聞
を
開
発
し
ま
す
じ

ま
た
、
社
会
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
ま
す
。

な
お
、
前
記
施
策
の
ほ
か
、
次
の
事

正
式
を
計
画
し
て
い
ま
す

υ

新
山
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
、
沿
岸

漁
場
警
備
事
業
、
青
島
漁
港
改
良
事
業
、

海
水
沿
場
整
備
事
業
、
青
島
火
葬
場
改

修
事
業
、
自
然
公
園
整
備
事
業
。

②
今
坊
地
区
(
臨
海
部
)

④
沖
浦
地
区

三三三三霊平玄ネギ議益金E周回皿一羽田皿巡ょここ三塁塁率怒

長
浜
地
域

(
長
浜
・
仁
久
・
青
島
@

UW捕
・
晴
山
崎
・
今
妨
)

1 

喜
多
治
活
の
周
辺
区
域
を
漁
村
生
治

モ
一
ア
ル
地
口
れ
し
こ
し
て
整
備
し
ま
す
。

方
、
農
業
に
つ
い
て
は
、
常
縁
果
樹
・
什
浴

葉
果
樹
園
の
整
備
と
岡
地
の
再
開
発
を

行
い
、
施
設
園
芸
、
観
光
良
闘
の
設
置

を
促
進
し
ま
す
。

う
お
、
前
記
施
策
の
ほ
か
、
次
乃
事

業
を
計
刊
し
て
い
ま
す
。

農
山
泊
料
f

備
事
業
、
農
休
水
産
地
峡
改

善
対
策
事
業
、
水
正
業
地
域
改
善
事
業
、

言
多
漁
港
改
良
事
業
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

ン
整
備
事
業
、
士
円
多
様
小
学
校
運
動
場

照
明
施
設
終
的
事
業
、

A
7
坊
福
州
セ
ン

タ
ー
往
設
事
件
よ
、
飲
料
水
供
給
施
設
作

備
事
長
。

暦
史
自
然
心
同
(
瑞
龍
寺
周
辺
)
向

整
備
、
海
水
市
場
内
向
予
備
等
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
脆
設
の
充
実
を
同
り
ま
す

E

ま
た
、
漁
業
振
興
策
と
し
て
、
漁
港

を
漁
業
専
別
基
地
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

一
方
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ワ
、

柑
橘
等
の
組
問
た
民
出
の
誌
置
と
果
菜
類

の
オ
ー
ナ
ー
制
創
設
を
民
進
し
ま
す
。

な
お
、
前
記
施
策
の
は
か
、
次
の
事

業
を
計
同
し
て
い
ま
す
。

曲
以
道
柊
備
事
業
、
樹
園
地
再
開
発
事

出

川
地
域
掠
興
の
方
針

①
長
浜
・
仁
久
地
区

川
の
文
化
、
経
済
、
行
政
的
中
心
地

日
れ
と
し
て
、
港
湾
施
設
、
都
山
拠
能
施

設
、
午
活
環
境
施
設
を
統
合
整
備
す
る

と
と
も
に
、
長
浜
町
商
庖
街
の
整
備
と

住
工
混
庄
解
消
、
住
宅
地
の
整
備
、
佐

山
公
闘
の
整
備
、
松
林
の
牧
仙
を
凶
り
、

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
川
、
つ
く

り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
半
期
建
設
や
、

J
R
初
子

長
浜
駅
〉
二
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

の

建

し

て

い

ま
宇
}

三翠露呈主

い
ま
す
。
一
方
、
峯
今
坊
線
三
川
制
改

修
を
緊
急
事
業
と
し
て
険
討
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

l
ド、

れ
然
遊
歩
辺
、
町
道
渚
公
閣
の
柊
備
や

青
島
定
期
連
絡
船
の
運
行
庁
法
検
討
、

島
内
循
環
自
然
遊
歩
道
の
整
備
を
計
闘

し
て
い
ま
す
。

叩
交
通
体
系
の
蓋
備
方
針

宝章子f

紺
尾
町
新
地
組
、
橋
立
峯
A
z
坊
線
キ
)

集
落
相
一
江
と
幹
線
道
路
を
連
絡
す
る
早

則
整
備
路
線
と
し
て
計
同
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
期
整
備
道
路
線
し
こ
し
て
、
川
市

間
大
屋
線

E

ん
1

防
け
の
ぬ
線
・
日
の
浦

線
・
橋
立
無
事
与
地
線
等
を
計
画
し
で

⑧
黒
田
・
今
坊
地
区

(
無
事
喜
地
を
含
む
)

週
木
住
宅
地
と
し
て
の
整
附
を
阿
お

一
心
、
似
た
民
闘
の
設
置
を
促
進
す
る

蕊玄室翠翠
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圃・圏.

∞
交
通
体
系
の
整
備
方
針

集
落
相
一
仕
を
連
絡
す
る
生
活
道
路
の

う
ち
、
須
沢
込
の
奥
線
・
一
今
秋
山
師
・
常

本
線
を
早
賜
樗
備
路
線
と
し
て
計
同
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
長
期
整
備
路
線
と

し
て
、
町
域
内
内
骨
格
道
路
と
な
る
出

海
豊
茂
線
・
出
海
中
腹
縄
手
の
整
備
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

彊堅塁霊霊謹翠週-

3
、
大
相
地
域

(
下
須
戒
・
穂
積
・
上
老
松
・

大
越
・
豊
茂
)

川
地
域
提
興
の
方
針

彊聾醤邑

①
下
須
戒
@
上
老
松
地
区

一一
地
域
の
中
心
地
と
し
て
地
区
整
備
を

凶
る
と
と
も
に
、
大
陰
城
跡
・
鼻
穴
山

の
公
同
整
備
と
会
わ
せ
て
、
大
陰
城
本

丸
を
再
建
し
、
歴
史
文
化
の
拠
点
と
し

ま
す
。
一
方
、
主
江
作
業
で
あ
る
農
業
に

つ
い
て
は
、
施
設
国
芸
の
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
い
洛
菜
果
樹
同
地
内
再
開
廷

を
行
い
、
キ
ウ
ィ
。
ブ
ド
ウ
令
の
観
主

農
闘
の
設
置
を
促
進
し
ま
す
。

な
お
、
前
記
胞
策
の
ほ
か
、
次
の
事

業
を
計
同
し
て
い
ま
す
。

遊
歩
道
弊
備
事
業
、
上
水
道
浄
水
施

設
整
備
事
業
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
、

宅
地
供
給
事
業
。

E臨盟廼圏各地域整備計画と推進の方策函

②
豊
茂
@
穂
積
地
区

笠
間
城
跡
、
花
林
城
跡
、
永
田
城
跡

を
歴
史
公
園
と
し
て
整
備
す
る
と
と
も

に
、
「
豊
茂
ふ
れ
あ
い
総
合
自
然
公
園
」

を
整
備
し
、
笠
間
城
跡
を
中
心
と
す
る

幣
史
公
園
と
と
も
に
、
住
民
の
レ
ク
リ

エ
l
シ
ョ
ン
活
動
や
棺
瓦
交
流
を
図
り

ま
す
。
一
方
、
民
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

水
川
の
区
岡
管
理
、
回
目
畑
・
樹
岡
地

を
総
合
し
た
農
地
再
開
発
を
行
う
と
と

も
に
、
み
か
ん
施
設
問
去
の
設
置
と
高

冷
地
野
菜
回
場
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

落
葉
果
樹
を
中
心
と
し
た
観
光
農
園
の

設
置
を
促
進
し
ま
す
。

な
お
、
前
記
施
策
の
ほ
か
、
次
の
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

林
道
整
備
事
業
、
観
光
ロ

l
ド
建
設

事
業
、
遊
歩
道
整
備
事
業
、
キ
ャ
ン
プ

場
整
備
事
業
、
簡
易
水
道
柊
備
事
菜
、

飲
料
水
供
給
施
設
整
備
半
業

c

⑨
大
越
地
区

不
作
家
屋
を
週
末
住
宅
と
し
て
釘
効

的
に
利
則
し
、
将
米
的
に
は
セ
カ
ン
ド

ハ
ウ
ス
弛
区
と
し
て
の
リ
ゾ
ー
ト
化
を

促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境
改
芹

の
一
環
と
し
て
、
飲
料
水
供
給
施
ぷ
の

柊
備
を
計
同
し
て
い
ま
す
。

叩
交
通
体
系
の
整
備
方
針

集
落
相
立
を
連
絡
す
る
生
活
道
の
う

ち
、
郷
の
峠
出
七
寺
線
、
上
ζ
松
一
の

瀬
線
、
猪
の
尾
刈
屋
線
、
大
久
保
綿
、

松
喰
下
村
線
を
早
期
整
備
路
線
と
し
て

計
画
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
長
期
整
備

路
線
と
し
て
、
中
央
郷
線
、
下
平
環
状

線
、
天
狗
橋
出
石
寺
線
の
品
予
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト

時
代
に
対
応
し
、
柿
の
久
保
、
大
和
出

石
寺
線
、
郷
の
峠
山
川
七
寺
線
を
観
光
ル

ー
ト
(
出
石
寺
ス
カ
イ
ウ
エ
イ
)
と
し

て
、
早
期
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
山
山
石
寺
と
平
家
谷
(
保
内
町
)
を

合
め
た
観
光
ロ

l
ド
を
開
発
す
る
と
と

も
に
、
自
然
遊
歩
道
や
肱
川
左
岸
県
道

に
沿
っ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
1

ド
乃
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

4
、
白
滝
地
域

(
白
滝
・
柴
@
戒
川
)

川
地
域
振
興
の
方
針

①
白
滝
地
区

川
川
敷
利
用
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
開
発
と
合
わ
せ
て
、

白
滝
公
同
・
不
動
滝
周
辺
の
整
備
を
阿

る
と
と
も
に
、
一
番
池
。
二
委
池
周
辺

に
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
村
の
整
備
と
、
観

光
レ
ジ
ャ
ー
農
閑
の
設
置
を
促
進
し
ま

す
。
一
力
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

農
林
業
総
合
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
を
建

設
す
る
と
と
も
に
、
そ
業
施
設
園
芸
を

中
心
と
し
た
農
地
の
高
度
利
用
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
畜
産
に
つ
い
て
は
、
自

給
飼
料
の
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
、
収
益
向

上
を
凶
リ
ま
す
。

な
お
、
前
記
施
策
の
ほ
か
、
次
の
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
投

事
業
、
白
滝
小
学
校
改
築
事
業
、
宅
地

供
給
事
業
。

②
柴
地
区

特
別
養
護
主
人
ホ

1
ム
の
建
設
、
一
川

川
敷
利
用
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
開
発
等
を
凶
り
、
ス
ポ
ー

ツ
・
交
流
・
福
祉
地
区
と
し
て
の
開
発

を
推
進
し
ま
す
。
一
方
、
農
業
振
興
に

つ
い
て
は
、
水
田
を
中
心
に
土
づ
く
り

や
、
用
排
水
施
誌
の
整
備
を
行
い
、
汁
上

立
陀
性
の
高
い
樹
場
の
確
す
一
を
阿
る
と
と

も
に
、
地
震
を
そ
菜
施
設
同
去
(
メ
ロ

ン
栽
培
等
)
と
組
み
合
わ
せ
た
「
ミ
ル

ク
と
メ
ロ
ン
の
中
L

と
し
て
、
レ
ジ
ャ

ー
庭
問
乃
整
備
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

養
蚕
に
つ
い
て
は
、
桑
閑
の
本
盤
整
備

を
推
進
し
ま
す
。
な
れ
、
上
記
施
策
の

ほ
か
、
次
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

農
用
地
再
開
発
事
業
、
柴
小
学
校
以

内
運
動
場
新
築
事
業
、
社
会
教
育
施
設

整
備
事
業
、
飲
料
水
供
杭
鳩
山
品
整
備
事

業。

⑤
戒
川
地
区

小
学
校
・
公
民
館
の
改
築
と
A
H
わ
せ

て
、
林
間
学
校
の
開
設
等
を
凶
リ
、
林

間
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
区
と
し
て
整

備
す
る
と
と
も
に
、
査
神
山
・
滝
山
城

跡
を
公
閑
と
し
て
整
備
し
ま
す
二
方
、

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
棚
同
を
整

備
し
、
高
冷
地
野
菜
剛
場
及
ぴ
林
業
種

苗
地
と
し
て
の
転
問
、
ま
た
、
タ
バ
コ
・

米
の
減
反
地
は
、
落
葉
果
樹
園
に
転
換

を
凶
り
、
観
光
農
聞
の
設
置
を
促
進
し

宇
品
」

9
0

さ
ら
に
、
休
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

竺
し
い
た
け
の
即
売
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
松
江
の
再
生
を
凶
る
た
め
、
ふ

松
川
祈
植
造
林
を
促
進
し
ま
す
。

な
お
、
前
記
施
策
の
ほ
か
、
次
の
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

木
工
開
発
セ
ン
タ
ー
逮
設
事
業
、
民

用
地
再
開
発
事
業
、
成
川
小
学
校
改
築
、

同
屋
内
運
動
場
改
築
、
同
運
動
功
照
明

施
設
等
整
備
事
業
、
飲
料
水
供
給
施
設

整
備
事
業
。

明
交
通
体
系
の
整
備
方
針

県
道
及
ひ
集
落
相
互
を
連
絡
す
る
道

路
の
う
ち
、
ト
九
千
線
・
石
堂
一
旦
抑
線
暗

部
悔
線
を
壇
期
務
備
路
線
と
し
て
計
画

し
て
い
ま
す
。
一
力
、
長
期
整
備
路
線

と
し
て
、
本
郷
長
尾
線
・
豆
柳
大
戸
根
・

柴
日
ノ
浦
線
・
加
世
一
山
崎
線
・
成
川
小

学
校
線
・
出
ノ
淵
一
一
号
線
等
、
そ
汁
幽
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
級
河
川
肱
川
水

系
収
川
改
修
計
画
に
関
す
る
白
滝
橋
・

柿
H
十
橋
(
治
水
橋
)
の
架
け
替
え
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
橋
の
橋

梁
整
備
前
副
刀
具
体
的
な
検
討
を
行

っ
て
い
ま
す
。

b

さ
ら
に
、
観
光
リ
ゾ

ー
ト
時
代
に
対
処
し
た
、
査
神
山
観

光
ル

l
ト
・
滝
め
く
り
自
然
遊
歩
道
・

肱
川
岸
堤
防
の
遊
歩
道
や
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ

i
ド
、
一
番
池
・
二
番
池
間
辺
か

ら
戒
川
に
か
け
て
の
自
然
遊
歩
道
や
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
!
ド
等
の
整
備
が
不
可

欠
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
推
進
の
方
策

1
、
町
民
参
加
の

町
づ
く
り

{
現
況
と
課
題
}

現
在
、
行
政
改
苧
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、
本
計
両
は
町
勢
発
展
と
住
民
福

松
の
向
上
の
た
め
、
町
民
各
伎
の
理
解

と
協
力
を
得
て
、
精
力
的
に
展
開
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

{
推
進
の
方
法
〕

本
汁
画
の
推
進
に
は
、
国
・
県
の
行

政
機
能
を
積
極
的
に
導
入
す
る
一
方
、

各
種
団
体
・
企
来
・
町
民
の
持
活
動
を
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一
体
的
に
結
び
つ
け
、
自
主
的
な
創
造

と
い
う
観
点
か
ら
取
り
組
む
よ
う
努
め

ま
す
。川

参
加
基
盤
づ
く
り

広
報
「
な
が
は
ま
」
を
媒
体
と
し
て
、

諸
施
策
の
展
開
と
町
政
参
加
へ
の
及
川
発

を
行
う
と
と
も
に
、
町
、
つ
く
り
委
員
会
。

公
民
館
・
各
種
団
体
。
組
織
等
の
参
加

を
推
進
し
、
合
わ
せ
て
情
報
交
換
を
行

い
、
さ
ら
に
官
民
一
体
と
な
っ
た
町
政

を
推
進
す
る
た
め
、
町
づ
く
り
懇
談
会

を
長
期
的
・
計
画
的
に
開
催
し
ま
す
。

閣
参
加
意
識
の
高
揚

潤
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
を
創

造
す
る
た
め
、
町
づ
く
り
懇
談
会
。
各

種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
等
の
参
加
意

識
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
組
織
・
同

体
の
連
携
を
凶
り
、
役
割
を
分
担
す
る

町
民
意
識
の
醸
成
が
必
要
で
す
。

こ
の
基
本
と
な
る
も
の
は
、

。
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し
、
美
し

く
住
み
よ
い
町
を
築
き
ま
す
。

。
教
養
を
い
品
め
、
か
お
り
管
か
な
文
化

の
町
を
築
き
ま
す
。

。
働
く
喜
び
を
も
ち
、
希
望
と
活
力
に

満
ち
た
町
を
築
き
ま
す
。

。
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で
明
る

い
町
を
築
き
ま
す
。

。
さ
さ
え
あ
っ
て
、
あ
た
た
か
い
家
庭

と
福
祉
の
町
を
築
き
ま
す
ロ

と
い
う
町
民
富
山
単
の
通
り
、
全
町
民

が
力
を
合
わ
せ
「
な
が
は
ま
、
つ
く
り
」

を
創
造
す
る
よ
う
、
町
民
怠
識
の
高
揚

を
凶
り
ま
す
。

2
、
効
率
的
な

行
財
政
の
運
営

川
効
率
的
な
行
政
運
嘗

[
現
況
と
課
題
〕

住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
等
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
行
政
に
対
す
る

一一
l
ズ
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す。
従
っ
て
、
行
政
需
要
の
変
化
に
弾
力

的
に
対
応
で
き
る
よ
う
事
務
事
業
の
見

直
し
合
理
化
、
組
織
・
機
構
の
務
理
統

合
等
、
行
政
改
革
を
積
短
的
に
推
進
し
、

行
政
の
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
{
基
本
的
な
考
え
方
〕

①
行
政
施
策
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
事

務
事
業
の
役
割
分
担
を
見
極
め
、
行
政

効
率
の
見
直
し
を
行
い
、
廃
止
・
メ
ニ
ュ

ー
化
等
徹
底
し
た
整
理
合
理
化
に
努
め

ま
す
。

②
行
政
の
変
化
に
対
応
で
き
る
組
織
・

機
構
の
整
理
統
合
を
行
い
ま
す
。

③
職
員
の
能
力
を
的
確
に
把
握
し
、
適

材
適
所
の
配
置
を
行
い
、
小
数
精
鋭
主

義
を
基
本
と
し
た
人
事
管
理
を
行
い
ま

す。④
今
後
も
自
主
・
白
光
性
を
失
う
こ
と

な
く
、
速
や
か
に
行
政
改
革
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

明
効
率
的
な
財
政
運
営

{
現
況
と
課
題
〕

上
中
町
の
財
政
構
造
は
、
依
存
財
源
(
交

付
金
等
)
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
、
反
面

什
主
財
源
は
之
し
く
、
財
政
の
安
定
性
・

什
主
性
を
欠
い
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
自
主
財
源
の
確
保
と
財
政

構
造
の
弾
力
性
を
高
め
、
一
一
層
の
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
財
政
の
健
全
な

運
営
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

{
基
本
的
な
考
え
方
〕

①
経
費
の
節
減
・
合
理
化
と
経
常
収
支

比
率
の
低
減
、
及
び
財
源
の
重
点
的
配

分
等
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
に
努
め
ま
す
。

②
事
務
事
業
の
合
理
化
等
、
行
政
運
営

の
効
率
化
を
積
極
的
に
推
進
し
、
中
長

期
的
展
望
に
立
っ
た
財
政
の
効
率
的
運

常
を
図
り
ま
す
。

3
、
広
域
化
へ
の
対
路

社
会
経
済
活
動
の
広
域
化
に
伴
い
、

八
幡
浜
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
閣
の
果

た
す
役
割
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
従
っ

て
地
域
の
機
能
分
担
を
図
り
、
交
通
通

信
体
系
、
午
活
環
境
、
リ
ゾ
ー
ト
・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
対
策
等
、
一
体
的
整

備
を
促
進
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
広
域

的
。
効
率
的
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
ロ

以
上
、
ふ
る
さ
と
長
浜
づ
く
り
引
(
総

合
整
備
基
本
計
画
)
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
計
画

を
長
浜
町
の
振
興
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
等
、
一
一
十
一
世
紀
に
向
け
た
長
期

的
な
町
づ
く
り
の
総
合
的
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
策
定
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も

国
・
県
等
、
関
係
機
関
の
指
導
・
協
力

は
も
と
よ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
項
き
、
本
計
画
実
現
の
た
め
、
最

大
の
努
力
を
し
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご

提
言
を
お
願
い
し
て
、
こ
の
た
び
の
ふ

る
さ
と
長
浜
つ
く
け
訂
計
画
に
係
る
シ

リ
ー
ズ
を
終
り
ま
す
。

長
浜
の
子
ど
も
を

み
ん
な
で
背
て
る
会
が
発
会

一
月
二
十
二
日
、
町
体
育
館
の
大
ホ

ー
ル
で
「
長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で

育
て
る
会
」
の
発
会
式
が
聞
か
れ
ま
し

た

地
域
ぐ
る
み
で
教
育
環
境
の
浄
化
に
努

め
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
を
大
切

に
育
む
、
あ
た
た
か
い
土
壌
づ
く
り
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
す
。
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くに
だ

さ

「
昔
の
人
々

m
q
川
を
山
内
解
す
る
と
と
も
に
、
川
叫
代
生
活
と
の
か
か
わ
り
を

与
え
よ
う
」
と
、
長
浜
町
で
は
民
族
資
料
の
似
集
・
仰
仲
介
を
行
っ
て
い
ま
す

r

あ
な
た
の
身
の
削
り
に
か
け
が
え
の
な
い
良
重
な
文
化
財
が
う
ず
も
れ
、
不

町
立
に
廃
棄
ま
た
は
放
置
さ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
農
林
水
庭
用
具
、
家

具
、
火
山
版
、
そ
の
他
、
昔
の
暮
ら
し
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
泣
く
の
公
民
館
か
学
校
、
ま
た
は
紋
育
委
員
会
事
務
局
・
社
会

紋
育
係
ま
で
ご
連
給
く
れ
ノ
〈
」
い
。

収
集
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
在
長
沢
中
…
一
1

校
内
宅
き
教
室
に
保
汗
し
て

お
り
、
今
後
、
教
材
生
寸
に
役
し
リ
一
て
て
い
く
子
定
で
す
れ
比
甘
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た

。
長
浜
の
細
川
七
子
さ
ん
:
人
体
解

剖
掛
凶
ほ
か
一
二
本
。

駆白亜盟国民脹資料の収集にご協力を E

舗網開 。
ェに 3中

o ;甫

σ〉

イ韮E
守

木
庸

さ

ん

/ 

〆/

。
柴
の
坂
井
コ
ズ
エ
さ
ん
-
:
万
石
ム
式

マ
だ
い
が
ら
一
式
マ
午
乳
缶
四
個
マ
繭

の
糸
取
り
除
械
一
式
マ
桶
-
佃
マ
水
蛍

一
佃
マ
静
寂
凹
個
づ
〉
火
鉢
一
佃
U

〉
柱
時
計

一
個
マ
配
膳
-
川
附
マ
ノ
判
手
一
一
例
マ
支
那

カ
バ
ン
一
個
ヤ
脱
位
機
一
個
マ
天
秤
棒

一
個
マ
針
箱
一
山
川
マ
ミ
、
ン
ン
一
個
マ
ラ

ジ
オ
一
例
V
食
器
(
重
ね
鉢
ほ
か
一
式
)

ふ o
式出
てン海
徳の
手IJ本
1回
11古]重

太
郎3
さ
ん

干匁主
す
り

。
豊
肢
の
都
田
マ
サ
子
さ
ん
民
性
機

械
一
式
マ
窃
切
り
一
式
マ
問
植
定
規
今

式
マ
鞍
二
例
マ
馬
鍬
一
一
例
マ
八
反
お
り

一
間
マ
純
一
一
悩
V
封
一
一
個
マ
し
よ
う
ゆ

こ
し
民
一
倒
マ
開
墾
鍬
一
例
マ
山
氏
依
凹

も
み

伺
マ
と
う
み
一
式
マ
糠
す
り
一
式

ー:車マ O
{肪l ‘火今
V 式鉢坊
テマーの
ン千H凶賀
フ把はマ栄

手中成

個個耕 見
ママ除さ
恒 ニ 子享ん
健司申機

ー し -I喜一ミ
イ!可 i肖式箕7.

火マ
器糸伽i

一
五
い
に
同
じ
こ
と
を
繰
り

一
-
}
…
返
す
ば
か
り
の
同
「
そ
れ
じ

っ
…
ゃ
イ
タ
チ
ご
一
三
一
で
、
い
つ

.
「
】
…
ま
で
も
併
一
次
し
な
い
よ
」
な

一
チ
一
ど
と
一
↓
一
円
い
ま
す
。

…
b
J
…
こ
の
「
イ
タ
チ
ご
っ
こ
」

…
J
I
…
は
、
も
と
も
と
は
児
京
遊
戯

.
の
一
つ
で
し
た
。
子
供
が
二

人
向
か
い
合
っ
て
「
イ
タ
チ
ご
っ
こ
、

ネ
ズ
ミ
ご
っ
こ
」
と
附
、
え
な
が
ら
、
相

子
の
手
の
甲
を
つ
ま
み
、
順
々
に
そ
の

子
を
五
ね
て
い
き
ま
す
。
「
ご
っ
こ
」
は

「
鬼
ご
っ
こ
」
と
同
じ
く
何
か
の
ま
ね

を
す
る
遊
び
の
幼
1

J
。
イ
タ
チ
が
ネ

ズ
ミ
を
と
ろ
う
と
グ
ル
ク
ル
追
い
か
け

凶
す
姿
か
ら
、
こ
の
を
ぴ
が
生
ま
れ
た

の
で
し
ょ
う
。

イ
タ
チ
は
冬
に
な
る
と
鶏
小
原
や
養

魚
池
な
ど
を
荒
ら
す
の
で
、
ワ
ナ
を
し

か
け
て
つ
か
ま
え
ま
す
。
「
イ
タ
チ
の

故
後
っ
民
し
は
、
山
一
い
つ
め
ら
れ
て
放

っ
ひ
ど
い
悪
臭
で
、
什
一
つ
は
つ
ま
っ
た

時
の
非
常
手
段
の
必
昧
に
も
転
用
さ
れ

る
表
現
で
す
。

「
イ
タ
チ
の
道
切
り
」
、
略
し
て
「
イ

タ
チ
の
道
」
は
、
イ
タ
チ
が
同
じ
道
を

一
一
度
通
ら
な
い
と
い
う
俗
ぶ
か
ら
、
交

院
や
文
通
な
ど
が
没
組
、
え
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
一
一
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
い

う
点
で
、
同
じ
イ
タ
チ
で
も
「
イ
タ
チ

ご
っ
こ
」
と
は
正
反
対
に
な
る
わ
け
で

す。
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睡掴盟国国民年金、町・県民説の申告圏臨画

百日付保阻同

国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
た
め
の
老

齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
に
、
障
害
や
死
亡

な
ど
の
万
一
の
時
の
た
め
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
も
あ
り
ま

す。

@
障
害
基
礎
年
金

躍霊

障
害
基
礎
年
金
は
、
次
の
条
件
に
あ

て
は
ま
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
聞
に

初
診
日
(
初
め
て
診
療
を
受
け
た
臼
)

が
あ
る
病
気
・
け
が
で
障
害
の
状
態
に

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
六
十
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
ん
で
い

れ
は
、
加
入
を
や
め
た
後
の
病
気
・
け

が
に
よ
る
も
の
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
障
害
認
定
日
に
、
一
級
ま
た
は
二

級
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

二
十
歳
前
(
国
民
年
金
に
加
入
す
る

前
)
の
病
気
・
け
が
で
障
害
者
に
な
っ

司橿麗盤璽盟盤E軍盟墨童画量邑

刊をレても

病ztbで守。
盟盤圏睡

た
場
合
も
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

争
遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、

そ
の
方
の
遺
族
(
子
の
あ
る
妻
ま
た
は

子
)
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
①
、

②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
二
疋
の
保
険

料
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

②
加
入
を
や
め
た
後
で
も
、
六
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住

ん
で
い
る
こ
と
。

③
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
こ

と
④
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3 町
月県
15民
日税
まの
??申
~'- .th 

u 
は

昭
和
六
十
四
年
度
分
「
町
県
民
税
」
の

申
告
の
受
付
は
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

V
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

今
年
一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
長
浜

町
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、
次
の
よ

う
な
人
で
す
ロ

〔
給
与
所
得
者
の
場
合
〕

大
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
の
あ
る
人

(
農
業
、
家
賃
、
地
代
)

大
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
さ
れ
な
い
人

〔
給
与
所
得
者
以
外
の
人
の
場
合
〕

大
昭
和
六
十
三
年
中
(
一
月
一
日

1
十

二
月
三
十
一
日
)
に
所
得
の
あ
っ
た
人

o
営
業
や
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
営

む
入
、
雑
所
得
で
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
な
い
人

O

副
業
、
内
職
等
で
所
得
の
あ
っ
た
人

女
雑
損
、
医
療
費
等
の
控
除
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
人

マ
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
入
、

た
だ
し
、
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
所
得
が
な
い
人

で
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
申
告
に
必
要
な
も
の
〕

正
し
い
申
告
が
行
え
る
よ
う
、
次
の

書
類
な
ど
を
添
付
、
ま
た
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

大
町
、
県
民
税
の
申
告
書

会
給
与
所
得
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票

食
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
各
種
営
業

帳
簿
、
決
算
書
、
収
入
明
細
書

〔
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
〕

大
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
を
交
付
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

書課堅
商税窪
覧ム貝
てご I=t :l区

員帳肥
』の

A整
日 E重品

川 4磁 E設議議嬢

あ
な
た
の
土
地
や
家
屋
な
ど
の
資
料

(
固
定
資
産
課
税
台
帳
〕
を
三
月
一
日
か

ら
三
月
二
十
日
ま
で
に
限
り
、
役
場
税

務
課
で
無
料
で
お
見
せ
し
ま
す
。

自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
固
定
資
産

に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

伊
猟
銃
の
所
有
者
へ
鰯

瞬

警

察

署

誠

猟
銃
の
盗
難
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
悪
用
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
管
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
無
人
と
な
る
車
に
銃
を
保
管

し
な
い
こ
と
。
保
管
庫
の
施
錠
の
確
認

と
、
そ
の
鍵
の
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
。

ま
た
、
保
管
の
際
に
は
銃
を
可
能
な
限

り
分
解
し
て
保
管
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

平成元年度分町県民税申告相談日程表

地区名 月 日 Br日 時 間 場 所

柴 2月27日 月 9時-16時 柴 ;L;、- 民 宮古

喜 多 灘 2月28日 火 9時-16s寺 品寸、 土方 F森 {呆 館

櫛 とt 3月1日 7)< 9侍-16時 櫛生福祉センター

出 i毎 3 Jj 2日 木 9時-16時 出 j毎 7ι1、- 民 豊富

戒 )11 3月3日 金 9時-16時 戒 ) 11 7品1、i 民 官官
E旦 出

3 Jj 3日 金 9時-12時
長浜町公民館

無事喜地 豆Z 回 分 査官

大 手口 3月6日 月 9時-16時 大 干日 ふ~、j 民 査官

豊 茂 3月7日 火 9時-16時 玉丘三皇 茂 7j_、もi 民 官官

i中 j甫 3月8日 * 9時-16時 i中 i甫 公 民 官官

長 浜 3月9f::l 木 9時-16時 長浜町体育館大ホール

須 i尺 3月10日 j主、 9時-12時 須 沢 集 メヱ3ミh 所

j蔚 3月10日 金 9時-12時 j甫 集 メヱ当ミ、 所

臼 滝 3月13f::l 月 9時-16時 白 i奇主 F品入」、 民 官官

申告を受け付けます。

長浜町役場税務課

※以 Lの日程表で当日の申告に支障のある方は、役場税務課へおいでください。
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理冨極量

成
人
覇
予
防
週
間

品
二
一
月
一
日

i
七
閤
畿

融
M
g
開
@
匂
融
鵬
麟
鶴
鞠
@
醐
麟
寧
癌
闘
品
管
予
離
し
よ
E

つ

覆罷露額要震露宴翠密接寝翠額語習富豪震

成
人
病
に
よ
る
死
亡
者
は
、
川
和
田
ハ

十
年
以
米
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
宇
中

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成

人
病
は
、
日
常
の
牛
活
計
慣
と
深
い
関

係
が
あ
リ
ま
す
。
不
規
則
な
ん
で
活
や
た

は
こ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
取
分
の
取
り
過

ぎ
な
ど
が
、
成
人
病
を
発
午
さ
せ
る
共

通
点
と
い
う
わ
け
で
す
。

州
生
活
習
閣
を
見
直
し

川
定
期
検
診
を
畳
け
よ
う

成
人
病
を
予
防
す
る
に
は
、
ま
ず
生

豊富冨蜜璽翠翠墨
総死t::tニ占める成人病の割合の推移

昭和62年昭和40年

活
習
慣
を
見
庶
す
事
)
と
が
大
切
で
す
。

具
体
的
に
は
栄
養
、
運
動
、
休
養
な
ど

の
見
直
し
で
す
。
も
し
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
何
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い

か
を
、
保
健
所
・
医
療
機
関
な
ど
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
成
人
病
の
「
一

次
予
防
」
と
い
い
、
火
災
予
防
に
た
と

え
れ
ば
か
火
の
川
心
々
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
成
人
病
に
か
か
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
症
状

が
進
行
し
て
い
て
、
子
遅
れ
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
は
大
変
で
す
。
定
期
的
に
検

診
を
受
け
、
健
康
の
確
認
を
す
る
と
と

も
に
疑
わ
し
い
症
状
が
続
く
時
は
、
専

門
医
の
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
れ
を
「
一
一
次
予
防
」
と
い
い
、

火
事
で
い
え
ば
か
初
期
消
火
々
に
あ
た

リ
ま
す
。

川
鐘
農
は
高
齢
化
社
会
の

州

大

明

な

財

産

成
人
病
は
、
「
一
次
予
防
」
と

7
-

次
子
防
L

の
両
輪
に
よ
っ
て
防
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

高
齢
化
社
会
に
移
行
し
て
い
る
現
在
、

健
康
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
財

丘
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日

出
(
の
チ
エ
ソ
ク
と
年

A

副
の
定
期
検
診

を
忘
れ
ず
に
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ。

院

)] 11 当l白[今毛布し 定話番"

2/5 ィ古水 I主 p~é 52-2ilil3 

2/11 米川医院 52-0165 

2/12 |前iJi!J 1欠院 52-0639 

2119 ク!)上血 |長 P';Iし 52-020:) 

2/24 1") i玉医院 52-0202 

2/26 イi村山 pX 52← 0275 

[診療]救急、患者のJjのみ。

[乏 Hl午前10:00-午後5:ω
※!民自IJとして往診は致しません。

医直当地区別健康相談

月日 場 所 時 問

2/10 iJ滝公民館 10: 00-14: 00 

2/14 
{III ~毎公民館 10:00-14:00 
豊茂Ji;<集会所 13: 30 -15: 00 

2/21 黒 IIJ公民館 13・30-15:0。
2/22 小浦集会所 13:00-)<1:00 
2/22 1.成集会所 13: 30 -15: 00 
2/23 大久保集会所 13:30-15:0。
2/27 

須 i尺公民館 13:30-15:0。
柿の久保御堂 13:30-15:0。

2/28 犬上森内)x長宅 13:30-15:00 

[対 象]検尿、血圧担1)定、出分測定を

実施します。健康管用のために、ぜひお

受けください。

その火その轄すぐ鎗東/

春の全国火災予防運動三三?

ょここ二二 2 月 28 日 ~3 月 13 日

林野ての

火の取り扱りに気をつけよう

園 a

=ノ
ロ9

受付時間

午後1:00-2: 00 

健11:1 
，)1... 季L

1才半児健診

受{押す間

午後1:00-2:0。

JJ fl I易 fiif 受付時間

217 ~け福祉セ/ター 午後1・00-2:00 

2/自 漁港今 i方支所 午後J:llO-2:00 

2/9 長浜町体育館 午後1:00-2: 00 

( (i品 与1 n~全般 I JrI 者を除くロ検診料
金700JIJ

子宮がん検診

3種混合予防接種

月日 受付時間

不用犬買い上げ国

JJ H I品 同庁

2/28 
山 間 附

役場本JJ午!IiJlO時まで 受付

[対象]買!げ料金 I頑500円
※ ~IJ鑑を必ず持参してドさい。

全国山火事予防運動

2 月28日~3 月 6 日
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ルポ、もみじまつり撮影会入賞者噛

ど
ん
ど
ん
燃
、
え
ろ

i
ど

ん

ど

焼

き

I)_q ~ 
fl 百長 「

、十it士主
回T1.ム i宍
民美の
の 支 f
11二吉15ど
場長も
てて) を

17'こじみ
わよん
れ る な
たどで
。ん育

広どて
ってさ供火三でやが場焼る
た 無したを灯組し集にき会
。 病 た ち つ の ん め ま は が 」
忠、餅はけやだ飾り約、長
災を、たぐ高り、二 浜
を焼 í~T 0 らさな門百月支
n傾いに子令に孫子ど干:r~人 i 古日

己主主主主勢完型国道を彩る
~るをもが灘ーいく ~今坊の水仙が満開

A ，/l " / : . ゴ 寸 。 楽 の 球 小 環 つ
d止~eノ しで根学とぱ委こせをド|犬見会

広三5ヲ JJも ま、を校しい員れた p:)tj立校富(昨
せ通集のて運会は。か沿長隆伊年

口 、 、 い)会藤の

己 d に の 長 ヨ十
一一端離植五)ン月

口 'f ~醐襲警 え 、、子二
品 !.c¥ollll瞬哩竪盤 ら六喜会十

口議議機騒 -λゐ弘美毛織議議躍 れ年多長六

口轟轟慈愛ぉ議議機欝欝醸護霊襲撃 た生灘)日
韓穣機動トd機織畿齢翠襲撃鶏麟鍵盤鶴 水 ら 小 、に

口 欝盤露響髄選議題譲欝議護霊畿議議議選歯置麗謹雲 仙の学今
選翻趨薗・3綴擬 滋藤欝議警灘難調圃醸藩書簡 が手校 1左喜

口議輯較議議議議盤整議醸輔ーに(寿多
11 ヲ機購鱒鶴髄畿二議汗よ池会灘

勺に¥ーと 議議議欝饗嬢饗懇幾機態欝騨- 二 にり同(婦
1 1 ムiY，.?1lで設さ窓おぶγ 花、哲中人

口

コ口口口口口口亡 11ゴ山日口口口口

「
一
川
一
一
ハ

γ

!
口

一

〕

口

口

口

み
か
ん
と
演
奏
を
送
る

ー
臨
海
小
が
白
山
園
慰
問

出
海
小
学
校
(
中
野
生
夫
校
長
)
の
一
年
・
二
年
・
六

年
生
の
児
童
が
白
山
国
を
慰
問
。
合
奏
や
ダ
ン
ス
を
披
露

し
て
、
お
年
寄
り
を

喜
ば
せ
た
。
出
海
小

学
校
で
は
、
毎
年
児

者
が
友
庭
か
ら
持
ち

ょ
っ
た
み
か
ん
を
届

け
て
き
た
が
、
人
口
奏

や
タ
ン
ス
ヰ
一
行
、
つ
の

土
人
7
4
戸
刀
へ
ノ
ご

/
h
ノ
-
L
V
J
人
み
千
タ
寸

M
W

り
に
は
お
年
々
け

に
見
送
っ
て
も
ら
い
、

子
供
た
ち
も
感
激
し

て
い
た
。

名
人
芸
た
く
さ
ん

ー
沖
浦
で
芸
能
発
表
会

A

月

l
五
日
、

沖
浦
公
民
館
の
主

催
に
よ
る
第
一
一
凶

芸
能
発
表
会
が
、

沖
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
聞

か
れ
た
。
会
場
に

は
約
一

J
h
一
力
十
人

が
参
加
し
、
舞
踊
、

吟
詠
、
大
正
号
、

三
味
線
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
を
披
露
。

地
域
で
の
交
流
を

深
め
た
。

的
関
畠
滝
公
園
も
み
じ
ま
っ
日
ソ

撮
影
会
入
賞
者

推
薦
に

露
口
泰
幸
さ
ん

{
入
選
】

宮
脇
正
治
(

T

札
卜
崎
町
)

友
沢
正
克
(
長
浜
町
)

米
国
吉
雄
(
八
幡
浜
市
)

大
高
栄
一
(
宇
和
町
)

川

υ正
夫
(
大
洲
市
)

{
佳
作
}

問
中
高
秀
(
大
洲
市
)

中
村
道

f
(
八
幡
浜
市
)

井
上
雄
次
(
大
洲
市
)

島
川
武
(
松
山
市
)

寺
岡
久
夫
(
五
十
崎
町
)

井

t
淘
一
(
二
一
胤
町
)

松
山
佳
照
(
宇
和
町
)

和
気
昭
夫
(
大
洲
市
)

中
橋
憲
二
(
松
山
市
)

中
野
勲
(
内
了
川
)

昨
年
十
一
月
二
十
三
日
に
白
滝
公
園

で
も
み
じ
ま
つ
り
撮
影
会
が
行
わ
れ
、

四
十
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が

参
加
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
は
桜
井
空
名
さ
ん
と
矢
野
悦

子
さ
ん
の
今
一
人
で
、
応
募
総
数
百
二
十

六
点
の
小
か
ら
、
重
信
町
の
露
口
奈
宇

さ
ん
の
作
品
「
耐
の
よ
そ
お
い
」
が
、

最
高
賞
の
推
薦
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

人
賞
者
は
次
の
通
り
c

一
推
薦
}

露
口
泰
幸
(
重
信
町
)

{
特
選
}

三
好
秀
明
(
伊
予
市
)

浅
倉
忠
則
(
五
十
崎
町
)

露
口
さ
ん
の
作
品
「
雨
の
よ
そ
お
い
」



慈翠翠璽盟国国・・

~ 
II~ 
出一一

選哩
歌

h
H

が
米
か
川
和
と
共
に
必
え
て
よ
本
山
千

以
厄
年
い
の
ち
桁
し

本
III 
逼:
J、;
J'!rs 

上
曜
日
の
金
融
機
関
は

閉
山
休
長
に
な
り
ま
す

品
三g_

媛

県

一
転
作
と
減
レ
は
と
い
札
ノ
¥
農
政
に
子
は
比
一
ひ

な
く
蜜
仰
を
M
m
う
お

翠鍵盤藍

きヂ 11-li:宛
ミb'>乙駈!I~i._ 
[lと そ士 0)

月 年 な与さ
を与J るグ)

仰没、 お {i

くる ろさ
11 を t~
dヲ なる
ノト てノ、
宵内やウ稲
111 1I1 るス I11
(7) 1日i の
よr~l} { qT 削;
jlI (去:

千
成
正
午
子
一
い
け
か
ら
令
融
機
問
に
お

い
て
は
、
ノ
珂
週
十
昨
日
を
間
前
休
袋
と

寸
る
…
一
心
全
週
休
一
一
日
制
か
実
ぬ
さ
れ
ふ

二
と
に
な
リ
ま
し
た
。

手
一
の
た
め
、
土
曜
日
は
、
県
指
定
金

融
快
関
等
に
よ
る
旧
小
公
令
の
支
払
い
や

収
納
が
で
き
な
く
な
リ
ま
す
の
で
ご
注

立
く
れ
ん
さ
い

の
や
む
を
山
内
事
情
で
上
曜
日
に
納

入
さ
れ
る
方
は
、
納
入
通
知
書
を
発
行

し
た
機
関
に
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

納
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
県
か
ら
の
支
払
い
は
前
日
ま
で
に

‘川県松⑬

知
フ
心
事

U
A一
十
、
、
ん
こ
と
な
り
、
階
、
序
正
し
く
一
生
一
一
十

ぷ
、
向
上
心
厚
き
人
た
れ
と
の
想
い
を
込
め
て
、
山
一
一
九

の
鈴
木
佐
和
子
先
竺
に
命
名
し
て
項
き
ま
し
た
。

少
し
く
ら
い
お
て
ん
は
で
も
い
い
、
健
康
で
誠
か

ら
も
同
し
ま
れ
る
賢
い
腕
に
育
っ
て
欲
し
い
と
と
れ

ま
す

E

{一土」品
川
コ口

U
1
i
 

月つム年q
J
 

円

h
リ

円
H
H

工
小
E

万
口

n
H
H
 

園出盟翻文芸、 窓整窓三塁竺き3

H
H
h
u
A
I
n
k
 

-
j
k
l
f
 

平
決
心
年
新
し
き
世
に
庁
長
正
ひ
て
午
命

ι返
る
忠
ひ
す
る
な
り
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本
川
信
子

一
川
口
ザ
の
変
わ
ブ
心
叫
に
巡
り
逢
ひ
一
戸
惑
ふ

五
日
の
昭
和
に
育
て
ば

一識です、裏彰じー附糊脇町一時

池
刊

t
n
f

崖
近
く
咲
く
一
群
の
水
仙
に
う
つ
ろ
ひ

日
卜
き
冬
の
陽
の
差
す

ω
i
見
朝
子

智永ちゃん(柴)

父
H
義
博
さ
ん
・
母

1
定
子
さ
ん

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
請
求
的

問
に
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

一
川
県
白
川
制
院
で
の
診
療
皆
川
刊
の
納
入

に
つ
い
て
は
、
七
曜
日
も
行
い
ま
す
。

父
親
を
捜
し
て
い
ま
す

中
国
残
留
日
本
人
孤
児

中
川
浅
山
田
日
本
人
狐
児
の
父
親
捜
し

に
=
)
協
力
く
だ
さ
い
の

C
中
国
残
留
孤
児

一
氏
名
}
小
石
内
組
今

[
生
年
月
日
]
同
和
ト
八
年
十
一
月
今
一

十
一
日
生
ま
れ

{
父
}
山
正
式
円
安
一
(
小
川
れ
刈

組
担
)

{

母

一

川

辺

貞

母
(
父
、
小
女
主
川
弘
一
さ
ん
の
略
歴

{
年
齢
]
現
在
推
定
年
齢
仁
十
歳

{
本
籍
]
不
明

{
中
国
で
の
生
活
状
況
}
昭
和
十
八
年

当
時
、
仏
州
市
太
平
路
太
子
橋
出
品

貿
易
会
社
勤
務
。
広
川
市
恵
師
団
東
宝
田
町

街
十
一
ー
ー
十
一
二
市
貿
弘
会
札
社
ハ
民
家

居
件
。
川
年
、
鄭
慧
白
一
さ
ん
と
い
始
。

昭
和
十
九
年
八
月
、
単
身
日
本
へ
い
川
凶
。

{
父
の
友
人
}
上
円
原
一
郎
さ
ん
マ
ム
山
口

貿
易
会
朴
勤
務
マ
昭
和
十
八
年
九
時
の

年
始
は
凹
十
歳
前
後

行
旅
死
亡
人

O
作
所
氏
名
不
詳
O

女
性
門
一
同
十
歳

1

六
十
歳
。
身
長
一
十
円
六
叶
J
O
生
前
は
杷

満
タ
イ
プ
0
7
m
む
は
い
川
く
パ

1

7

0

左

手
中
指
の
ヴ
メ
が
桐
く
変
回
収
O

死
後
約

一
か
月

十
一
一
月
十
三
日
、

櫛
空
拍
佐
川
打
一
一
一
十

八
キ
ロ
の
伊
子
灘
で
氏
引
き
網
漁
を
操

業
中
発
見
、
心
寸
た
り
の
方
は
役
場
住

民
法
ま
で
こ
…
作
一
品
ノ
¥
ど
さ
い
。

表
彰

中
小
中
小
中
小

故

友
j皐

在
さ
ん

主
丘
L
4

i
iイ

叫
阿
川
札
什
t
f
p
L
M
h
E
1
F

L
'
f
f
d
v
'
t
 

長
浜
の
一
厄
山
海
小
学
校
長
故
友
浮
正

さ
ん
は
、
午
前
、
中
校
教
育
に
功
績
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
月
一
+
十
日
付

け
で
内
閣
総
川
大
山
か
ら
従
丸
山
刊
、
川
町
一

冗
等
端
一
王
一

L

早
を
受
け
ん
れ
、
十
一
一
け
十

四
日
、
川
町
庁
で
伊
賀
知
事
か
ん
追
放
の

友
淳
氏
子
さ
ん
に
伝
迭
さ
れ
ま
し
た
。

A
級
で
ト
人
野
さ
ん
が
優
勝

B
級
で
は
大
一
厄
さ
ん

第
日
目
新
春
囲
碁
大
会

千
汀
八
日
、
中
央
公
民
館
で
第
四
十

七
川
新
存
同
碁
大
会
が
問
か
れ
、
一
一
卜

一
一
人
が
参
加
し
て
熱
戦
か
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

A
紋
(
一
-
段
以
上
)
口
机
(
初
段
以

下
)
に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、

A
級
で
は
長
浜
の
大
野
豊
さ
ん
(
八
四
)

が
、
ロ
純
一
工
は
品
川
パ
ー
の
大
元
山
市
一
し
さ
ん

(
札
↓
八
)
か
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

結
県
は
次
の
と
お
り
。

一
A
級
]
一
舵
大
野
忠
(
長
浜
・
八
問
)

②
高
田
善
一
二
郎
(
保
内
町
・
五
一
-
)
③

鎌
田
正
行
(
保
内
町
・
七
九
)

{
門
口
級
]
⑧
大
元
宗
一
(
櫛
生
・
足
べ
)

②
上
出
高
衛
(
長
一
次
。
目
ハ
)
③
一
品
川

運
犬
(
長
一
次
・
七
九
)

通
信
制
課
程
の

生
徒
募
集

松
山
東
高
等
学
校

必
山
東
川
~
r
~
f
校
通
信
制
一
課
程
で
は
、

一千成一
χ
年
度
人
宇
中
し
を
募
集
し
て
い
ま

す。{
出
願
資
格
}
工
一
平
成
一
元
年
二
月
十
本
ま

で
に
山
中
下
校
ま
た
は
こ
れ
に
苧
ず
る
一
一
J

械
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
公
中

7

校
ま
た
は
こ
れ
に
山
中
ず
み
下
校
を
卒
業

し
た
者
③
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と

同
等
以
L

仁川一一
f
々
か
あ
る
と
忍
め
ら
れ

る
行
川
一
両
校
小
途
退
学
の
在
⑤
学

歴
に
問
係
ケ
ノ
¥
白
分
の
好
き
な
利
け
を

…
下
押
し
て
み
た
い
い
什

一
学
習
方
法
}
日
曜
日
を
け
二
凶
程
度

利
用
し
て
、
松
山
東
高
校
ま
た
は
、
東

「
・
南
子
地
方
の
指
定
校
(
新
民
浜
岡
・

今
治
凶
・
大
洲
・
宇
和
島
南
山
)
に
出

校
し
て
授
業
を
受
け
、
定
め
ら
れ
た
学

刊
行
課
題
を
提
出
す
る
-
亡
一
ー
一
よ
り
学
一
首

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
(
松
山
東
高
校

で
は
火
曜
日
も
開
講
)
修
業
年
限
は
四

午
以
卜
で
す
。

{
出
願
期
間
一
二
月
卜
て
一
日
か
ん
附
け

じ
H

(
事
情
に
よ
り
期
間
中
に
出
願
で

き
な
か
っ
た
ト
々
に
つ
い
て
は
、
凹
月
一
一

十
八
日
ま
で
受
け
付
け
る
こ
と
が
あ
る
。
)

一
問
い
合
わ
せ
}
一

T
m松
山
市
持
田
町

一一

l
口
千
十
-
-
松
山
束
尚
等
学
校

通
七
制
ぷ
作
(
宮

0
8
9
9
1
叫

0

1
3
1

ま
た
は
、

0
8
9
9
日目

1

0
1
8
7
)
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務
場
所
が
あ
る
人
②
住
宅
に
闘
っ
て
い

る
人
③
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
(
婚
捌
予
定
者
を
合
む
)
の
あ
る

人
④
所
得
が
一
一
種
は
卜
万
円
を
超
え
、

十
六
万
二
千
円
以
下
、
二
種
は
十
万
円

以
下
の
人

{
募
築
期
間

]
2
月
1
u
i
お
日

{
入
居
時
期

]
3
月
上
旬

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課
財
政

係
(
宮
田
1
1
1
1
1
)
ま
で
お
問
い

台
わ
せ
く
だ
さ
い
。

R
V
A
J

司
。

誕
百
聞
藍
罷
私
m
A

巴
家

附
誠
事
珊
告
p
a
z
u
u
E
E
E
E目
間

以

-
一
月
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
月
は
一

年
に
一
度
、
男
共
(
失
礼
)
が
ソ
ワ
ソ

ワ
し
始
め
る
月
で
あ
り
ま
す
。
中
に
は

「
何
で
こ
ん
な
日
が
あ
る
ん
だ
る
う
。
」

と
、
真
剣
に
時
く
人
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
そ
ん
な
人
で
も
、
も
し
か
し

た
ら
:
:
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

(
う
ち
の
係
長
が
そ
う
一
マ
一
円
っ
て
ま
し
た
。
)

セ

ン

ト

バ

レ

ン

タ

イ

ン

デ

l

伝
説
で
は
、
こ
の

H
に
雌
雄
の
小
鳥

が
初
め
で
っ
か
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
:
。

き
て
、
い
よ
い
よ
平
成
元
年
慢
の
ス

タ
ー
ト
も
間
近
で
す
ノ
心
機
一
転
、
今

以
ト
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
り
ま
し

ょ

う

。

(

こ

)

町
営
住
宅
入
居
者

2
月
週
日
ま
で

寄
付
操
納

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ
ケ

ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

長

浜

四

回

目

忘

二

男

沖

浦

上

中

昭

彦

三

男

沖

浦

沖

江

行

責

二

男

須

沢

演

田

勝

一

応

二

男

長

浜

矢

野

町

生

二

女

出

海

東

浦

義

隆

一

一

切

長

浜

川

頑

雄

一

一

長

女

。
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
逮
設
委
員
会
(
出

中
堅
太
郎
委
員
長
)
あ
ん
ま
機
、
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
他
、
備
品
一
式
を
櫛
生
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
。

。
大
阪
市
の
宮
内
法
雄
さ
ん
・
:
小
型
動

力
ポ
ン
プ
用
積
載
車
一
台
を
長
浜
町
消

防
団
白
滝
分
団
第
三
部
へ
c

O
長
浜
の
堀
内
光
平
さ
ん
:
山
脈
史
小
説

他
二
十
七
川
を
町
立
図
書
館
へ
。

司王7岸本印刷

t"百~出弔片~持哨片町件#勾世帯L件~戸#片持ガ"4一二 V 号三 p_ 要

1 芝方月勉緩岡田町世田調盟国時四一.入号大 、 O~ 募領町
1)' ~手分手卜覇空嘗書留哩躍軍調智瑠 居)干11八二五集でで
J 券 乙 当 二 一観論詰駐旗手麓這甑腸 i資 V 団棟号槙住募は
X ttσ) ，-万一一一一一一〓---------. ，¥'格豊地三 、ーで宅集

x ;で他年二一上戸司 ー-，\'~茂マ O 四号}し町
;エ、三千給、応件..... .~ -- y①団二二心)マ
?号各両白'回二議陸つ毎 a空 J何丁地種号五マ小い往

で問 百与十資 F内二一、号二 j甫ま宅
烹手合円一五格メ臨__~ x，に種戸九、種 l寸lす入
ぎ当言十)宇刀歳}属議ぷ必Z1 1住ー(十点七五地 。居
れが四期任未ト竜踊画極量画r'i♂'l i，戸Ji戸二二棟戸マ 者
±職ー末給満八園田町置騨ι~ 1，)(三棟。四(ー を
こι務九、( 歳..-...:叡薄墨よム 4， は口一三四 O 六種 次
'0 やか勤月 以 4勤 20サ二棟 の

4 白二百(百は{給の_，¥' 

1 衛詳訂そ五三臼一£そま他衣
2 隊し日♂の)十什年二一任前りた J?重EJ 
3愛く分後日.同期沼 f也は被住 2
) 媛は |の分 j毎 ! ー 士 幅 一 貸 服 } も
ま 地 、 七 任(上二{ccT'任与等食
で方役十期 六 、 万 T 当期きも事
。連場五(十杭四ふが制れす、 i
結 住 日 ¥六宅千 Iてで芳 I隊まべ宿 f
部氏分 1f 万 ~I'J:土 l口員すで舎立
(課 )て満)満?きに。無費目

合土 佐千了一了むつ 料グ
2，1た に円時任時三い で無
|は 、)・期・ ヲーで 支 料

児

名

流
太
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笑

菜
知
U

麻
衣
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山 分(敬称略)
氏分ヶ月

瀧の

名吾宮 l
彩I、占プ

婚略官は
掴~ [ 

届 7
日寺 の
年カ
齢フ

お
く
や
み

臼
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

出

海

矢

野

房

子

(

七

一

)

長

浜

酒

井

義

市

内

(

六

一

)

穂

積

菊

地

光

生

(

L

パ
五
)

黒

田

中

見

正

行

(

じ

4

一)

櫛

作

山

田

ヤ

エ

コ

(

七

六

)

櫛

生

大

木

茂

七

(

八

四

)

成

川

東

ク

ニ

ヨ

(

八

口

)

長

浜

丙

崎

文

行

(

一

二

七

)

仁

久

山

本

菊

野

(

八

O
)

。

。

訂
正
:
・
本
紙
一
月
号
二
ペ
ー
ジ
、
町
長

の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
不
出
世
不
出
は

不
揖
不
屈
の
誤
り
、
五
ペ
ー
ジ
二
段
目

十
一
行
と
十
二
行
の
間
に
、
「
長
浜
町
で

は
昭
和
斗
十
三
年
度
か
ら
」
の
-
行
が

抜
け
て
い
ま
し
た
。
訂
王
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

ヘ
下
須
戒

f

西
条
市

城
ヶ
瀧
智
樹

(
-
7

一

赤
星
由
貴
子
(
二
凹

平成元年2月号

.-ー一一ー、、、

キ公
山岳E
In 

対
斤
八
十
六
(
三
一
八

中
矢
千
尋
(
一
一
九

12月末現在 Jjij月との比車交

11，752人 3人i成
人 J J (男 5山人) (~人増)女 6ぷ10人 4人減

世帯数 3，769世帯 1 [11:帯J威

世

人口をふやしましょう

数

広報ながはま

1989守じ年。去る 1月 7日

は121代の天皇の崩御に操し、

そのJli1.志をf思んだ。意怠いて 8

H 125代の新天皇が即位し、年

号は「平成」と改元され目白手I1

は終Jj~符をうった。 r歳月人

を待た寸ー」が心にしみ新尺皇

の Hi士山日を毒王て 2月になり、

暦グリーでは 411が立春、 7日

は北方領ごiの日、 11Uは建国

記念の日、2111は大1!去の I1と斗三

間ご最も主品、月はあわただし

いふ新元号「平成」の出典は

中国の史H己より「内、ヤらかに

外成る」書;経「地宇らかに天

成る」にあり天地・内外の、[三

和を十Ji念ごしたもので川の内外

の、ĵ5f[Jは勿論、 8::111祭宇士会の和

平をl顕う主主義ある 4ことを唯一{み

しめる。オレンジ・斗よ肉グ)l' 1 

ILlイヒベJ税制改-4"円改善。政治

倫理のf確立。ドl際協調等山積

することを思い、平成元年に

:ワリ国民が総}Jをあげ21世紀

へ弾みをつけねばなゐまい&

長浜町もぞH)'け患は完成し、 仁

場説致の作業も日前に追った。

平成見年をEijk白に町民の福宅I上

士曽強lこ開了をあげ、て亨毛主11をしlま

り、信頼と協調を実践に徹し、

新 長浜づくりを A大目標に「男

かで魅力ある住みよいふる里

づ く り 」 に 努 力 すみことを願

ってj上まない。

帯凪人


